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デジタル教材 『「木製品設計支援アプリ』 
2020.7.17 作成 

2020.8.21 改訂 

熊本市教育センター  ＩＣＴ支援室 

 

木材加工で本立てを作製する場合に、予め材料のサイズと組立イメージ及び
部品の寸法を入力することにより、部品の切り出し方をシミュレーションして設計
を支援する教材です。 

 

Windows／iOS 対応 
 

１． 下記 URL にアクセスすると、下記の画面が表示されます。 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Bookstand3D/ 
ここをクリックすると起動します 

 

 起動すると、材料になる板のサイズを設定する画面が表示されます。 

 画面の下には、材料のサイズを指定するゲージが３つ表示されます。 

 起動時には、材料の厚さと幅、長さの初期値が設定されています。 

材料の厚さ、幅、長さのそれぞれのゲージを左右にドラッグすることによりサイズを決定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定可能範囲 

スライダーをドラッグし

てサイズを設定します。 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Bookstand3D/
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２． 次に「組立寸法」ボタンを押して、本立ての３Ｄ完成図を表示します。 
画面右のゲージをドラッグして、本立ての寸法（Ａ～Ｈ）を設定します。 

各寸法を設定すると、画面左側の完成図に反映されます。 

また、完成図は上下左右にドラッグすることで回転して視点を変えることができます。 

２本指でピンチアウトするとズームアップ・ズームダウンが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３D 完成図 

表示切替え 

上下左右にドラッグ

して視点を変えます 

２本指でズームアップ

とダウンができます 

スライダーをドラッグして

寸法を設定します。 
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３． 次に「寸法チェック」ボタンを押して、本立ての部品の材料切り出しチェックをします。 
画面上部に材料の板、画面下部に本立ての部品が表示されます。 

材料と部品は設定したサイズと同じ縮尺で表示されていますので、部品を材料の上にドラッグして重ねること

により、最適な切り出し位置を確認します。 

切り出す部品が材料に収まらない場合は、「組立寸法」画面に戻って部品の寸法を調整します。 

また、「材料寸法」画面に戻って、材料自体のサイズを変更することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品を材料の上に重ねて

チェックします。 

表示切替え 

材料の板 

部品 
部品 部品 

部品 

部品 
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【部品の回転】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部品の反転】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品を選択して左右の回転

ボタンを押すと左右に９０度

ずつ回転します。 

部品を選択して上下・左右

の反転ボタンを押すと各方

向に 180 度反転します。 

右回転 左回転 

上下反転 左右反転 
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【材料の移動】 

材料と部品全体を移動する場合は、材料板または画面上の背景部分を指でドラッグします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料板をドラッグします 
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【材料の拡大表示】 

材料と部品を拡大表示する場合は、材料板や背景部分を２本の指でピンチアウトします。 

マウスで操作する場合は、マウスのロールボタンを回転させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２本の指でピンチアウトします 



P. 7 

 

タブレットでこの教材にアクセスする場合は 

カメラで下記ＱＲコードを読み込ませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


